
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

落葉松の氣乾による蒸解効果に就いて

西田, 屹二

渡部, 常樹

https://doi.org/10.15017/14926

出版情報：九州大学農学部演習林報告. 19, pp.1-24, 1951-12-10. 九州大学農学部附属演習林
バージョン：
権利関係：



落葉松の氣乾による蒸解効果に就いて

西 田 屹 二

渡 部 常 樹

 Kitsuji NISHIDA, Tsuneki 'WATANABE ; On the effects of seasoning 

      in sulfite digestion with Larix Kaempjeri Sarg.

il

1緒 言

Ii既 往の研究結 果の概説

顕 】落葉松 の組 成分

2落 葉松の樹脂分

3落 葉松 の蒸解試験

4落 葉松パルプ 中の繊維素

5落 葉松樹脂分中の特殊 成分

6落 葉松 リグニ ン

7落 葉松多糖類

IV摘 要

V引 用文献

1緒 言

所謂 樹脂材 を比較 的長 時 間野外 に堆積 して 乾枯 す る ことは 既 に相當古 くか ら實 施

せ られ てい る所 で ある・この公 知 の シー ズ ニ ング(seasoning、 乾材 法、乾 燥 、枯 ラシ、

乾枯 等 と課 され 、大氣 中 に雨露 に曝 さず放 置乾燥 す る風 乾、氣 乾 も廣 義 の枯 ラシであ

り・乾 熱又 は熱 乾 も一 種 の乾材 法 と も考 えられ る)の 狙 い とす る庭 は無論 樹脂材 中の

所謂樹 脂 分(pitchorresin)の 障害(trouble)を 少 な くし、以 て操 業 行程 に於 け る樹 脂 障

害 の除去 乃 至 は 輕 減 と製 品の 向上 を圖 るた めで あ るが 、資料 の面 よ り云 えば 、・{ルプ

原 木,チ ツプ(chip),パルプ(pulp)等 を虚 理 して障害 を除 去 す る方 法 とに大 別 し得 ら

れ 、又製 品の種類 より言 えぱ 、パル プ、紙 及び 人造繊 維 製造等 の面 に於 て獲生 す る。 こ

れ らを 更に樹 脂障害 惹起 の場 所 より論 ずれ ば 、パル プ単 離 の蒸 解罐 、蒸 解後の 洗漁 、鯖

別 、叩 解 、漂 自等 の各 装 置、更 に 製紙 に 於け るheadbox,slice,wire,breastroll,

tableroll,cauch,tops,pressroll,heater,cal6nder等 の随所 に現 われ る。又 人繊 工

業 に於 て もnodzle,filter等 に よ く惹 起 され る。斯 る各種 の障害 を醸 し出すの は 、木

材 の種類 に よ り或 は繊 維細胞 の種 別 に依つ て 異 なるが 、如何 な る化 學 成分 に原 因す る

か に就 いて も諸 種 の議 論が あ り、之 が除 去 に就い て は 、幾多 の封策 が提 出 され て いる

が 、未 だ完全 なる ものは ない と言 つ て も過 言 では ない 。以上 の如 く、所 謂樹 脂障害 は

可 な φ廣範囲 に亘 り随 時随 所 に各種 の型 態 で発生 惹起 す る現象 で あ るので 、樹 脂 障害



(pitchtrouble)な る言葉の内容は、極 めて複雑多岐で漠然た うものである。從つて從

來 より實施 され來つている樹 脂障害除去の封策たる乾材法 による蒸解効果の實態 は、

果 して何であろ うか、即 ち從來構 えられている如 く、乾材 によ り輩に樹脂材中の所謂

樹脂分量の減 少乃至は樹 脂分の変質 す るが爲めの効果のみであ らうか、これ らの點に

就いて、先ず從來までの研究の結果を略述 し、併せて筆者 らの行 つた研究の結果を提

示 して、乾材法(舷 では木粉状氣乾)の 蒸解への効果 の實態に就い て若干論述 して見る

ことに した。

Ⅱ 既往 の研究結果 の概説

從來行われた斯る方面の研究報告は意外 にも極めて少 く 又 詳細 なる もの も殆どな

い涼 うである。LE.Fitzgeraldl)(1936)に よれば、木材 は乾枯 を行 うことによつて

全樹脂量が減少する許 りでな く、エー テルに よつて抽出せ られる部分が減少する。即

ち樹脂障害の原因 と見倣 されるべ き部分の割合が減少す る。即 ち乾枯 中に於ける樹脂

の酸化に依つて、その物理的性質 も変化 し、両後のパル プ製造工程に於 て塊状 になつ

て障害を與 える ことが少 くなる。木材 チツプを数週間貯藏す ろことは、丸太材のま ＼

で ÷ 一 陣 間 貯藏 するのと同 様な樹脂障 害防止の効果があり、之はchipの 水分

蒸獲が速やかで九太材に比 し酸化が極 めて迅速 なた めである。 叉 チップを熱氣処理

することに依つ て も酸化が促 される。 例 えば 松材 の チップに就いて6時 間処理 後に

は エー テル 抽 出分の25%が 減 少 し、26時 間後には34%が 減少 し、石油エーテル

可溶部 分即 ち脂肪は夫 々44%及56%の 減少を示す ことを報 じてい る。E.Haggiund2)

(]941)に よれば、40%の 水分 を有する新鮮材 と1年 間放置 して15%の 水分 しか有

せ澱木材 を原料 として通常の方法で蒸解 を行つた結果は、水分の多い場合は、チ ツプ

の長短は大 してパル プの強度や牧量に影響 しないが、乾燥 した場合は、寧 ろ短 いチツ

ブの方が好成績であるのは、短い チツ プを用いると表面積 が大 きくな り、埣裂 が増す

とい う欠點 は、よ り良く且均一な蒸解が行われる と云 う長所に よつて補われるによる

のである と。我が國 に於 ては岡田霧王3)氏 に より、自然乾燥法(シ ーズニ ング)に よる

樹脂 令の変化 、熱風乾燥に よる変化 、加熱乾燥 による変化 ・水蒸氣処理 に よる変化 等を

実験し、赤松材は皮付 きの儘風乾貯木後1年 を経過 すれば樹脂分減少し、熱風乾燥 は

短期間に樹脂分を減 少せ しめるも、高温度乾燥は却つ て抽 出分を増加 し材質 の変化 を



招致すると述べ 、叉伐探直後の未乾燥材 と伐探後1年 間風乾貯木せるものに就 き比較

試験し、未乾燥材 は乾燥材 に比 し、パル プ牧量高 く未蒸解物質が少い 次 に乾燥材 を水

中に浸漬 し、水分を吸収 せ しめたる もの と然 らざるもの との蒸解比較 は、パル プ牧率

に於て犬差 なきも、未蒸解物牧量は減少 し、パル プ牧率 と未蒸解物牧率 との合計は浸

漬材 に於て少 きを認む。即 ち乾燥材 も水分 を吸収 せ しむれば比較的蒸解時間 を短縮 し

得 られる ものと考 えられる。樹脂 秀除去の 目的には風乾貯木 は好ましきも、蒸解 難易

より見れば未乾燥材が良好なるが如 しと論ぜ られている。更に四宮康資4)氏に よれば、

貯木期間12ケ 月及24ケ 月のモ ミ属(沙松、臭松)ト ウヒ属(チ ヨウセン トウヒ、チヨウ

セン・・リモ ミ)中12ケ 月のものは剥皮することな く其の儘放置乾燥 し、24ケ月貯木せ

る材は、初めの12ケ 月は前者 と同様の貯木方法に依 り、後12ケ 月は完全に剥皮 し乾枯

せる ものに就いて蒸解 した結果は次表a)の 如 くであるが、貯木せざる新鮮材に就い

てのデータは掲載 されていない 。単 に(A')12ケ 月、(B)24ケ 月の両者 に就いて論ぜ

られてい るが、該表 よ り判明す るが如 く、樹脂分が貯木期間中に如何なる変化 を來す

か又パルプ 化 に於 て如何 なる差異 を生ずる力式 問題で、該表は貯木 とパルプ 化に於け

る關係 を示 していて明かに氣乾の効 果が、軍に樹脂分の面のみ ならず、繊維素中最 も

澁 目すべ き α一celluloseの 含有量 が 氣乾により大 となつて居 る ことは 興味 ある點で

はあるまいか。

以上蒸解に及ぼす氣乾の効果は、これ らの少数 の報文を見て も判るよ うに、一般 的

に軍に所謂樹脂 分(原 木中の)の 減少と パル プ 中に淺留する樹脂分の減少とがその

ね らいの如 くであ り、氣乾に よる木材構成各種組成分の質量的変化 の如 きに就い て、
● ●o

極 めて詳細に亘り実験 報告されたものは全 くな く、所謂氣乾の効果は原木中の樹脂 分

に量的 、質的の変化 が惹起 され、その結果パル プの輩離は容易 とな り又パルプ の品質

も改善されると云 う點にのみあるよ うである。換言すれば、相常長期間の乾材法によ

り原木中の繊維素 、リグニ ン、多糖類 、樹脂分(特殊成分)等 の各種組成分の原木 中に於

ける変化 や又蒸解に於ける変化 等を詳細に追求して、氣乾の効果 の實態(機 構)を 解明

せん とした ものの如 きは殆ん ど全 く無 く、随つて氣乾の効果の眞相は未だ全 く不明で

あ ると云 うも過言ではない ように思われる。



III1.落 葉 松 の 組 成 分

籍 し樹 をチツプとし磁 週間貯藏することは丸太材の儘で寺 ～1輔 貯木す
乙

るのと同様な樹脂障害防止の効果りがあるとするならば、木材 を木粉状 と1て 満1年

間放置乾燥すれば、これは丸太材のま ＼では少 くも10歎年間貯木 したの と同等乃至以

上 の効果があるもの と思料 して も誤 りでない と考 えられ る。

筆者 らは 樹脂材中 最 も亜硫酸 蒸解困難な内地落葉松([.αrixKaemPferiSarg.)を

試料 として、その心材部 の異常蒸解の原因機構 に關 して研究した際、落葉松 を剥皮後

心邊雨部 に分け、蒸解過程中の両者の差異 より、これが機構 を追究せん ご試みて、その

際實験上に便宜を得 る爲 め と亦氣乾の迅速性 とを考慮 して心材 、邊材 を木粉のま ＼で

÷ 年.1年 と室内放置轍 したのである。先ず1年 臨 乾 したる場合に(糊 として)

同一種類 の木粉の組成分含有量に如何なる変化 があるかを表示すれば 第1表 の如 く

である。尚第1表 以下の本實験結果の表中に氣乾の標識 として、(A),(B),(C)と ある

のは、(A)は 本學着荷後3～4ケ 月を維て剥皮後全部木粉 として 直 ちに その1部 を

以て實験に着手 した場合即 ち木粉 としての氣 乾は 先ず 行わなかつた と云 うべ きもの

で、(B)は(A)よ り約6ケ 月後の場合、(C)は(B)よ6更 に6ケ 月後即 ち(A)よ

り12ケ 月木粉のま ＼放置乾燥 した試 料のことである。木材 分析法は常用の九大法に

準擦 したので略す こ とにする。 第1表 よ り、落葉松 の木材構成普通成分の満1ヶ

年間の放 置による変化 は邊材 、心材 部共 にその含有多糖類に顯著 に現われ、特にガ ラ

クタン、マンナ ンの如 き主 として6炭単 糖類の縮合物は何れ も特にその増加の傾向が

明瞭であり、之に反 して全繊維素 は若干減少する傾向が見 られる。而して5炭 軍糖類

の縮合物 は余 り変化 は少い ものの如 くである。全繊維素中u.-cellulose即 ち高重合物

の部 分が 氣乾に より増加するので從つて β,γ一ceUuloseの 如 き低重物は低減 してv・

る。 リグニン 量には 余 り変化 は見 られないが幾分増加する傾向を示す ことは前のペ

ン トザ ン量 と軌を一にす るよ うである。樹脂分 もその抽 出量は心材の場合 は相當増加

す るが邊材の場合 は殆 ど変化 がない ことは第2,3表 を参照すると明 らかである。

之 を要するに木材 を細粉 に して長期乾燥すれば 、その組成分含有量間には相當 の攣

動を生ずる ものの如 く、即 ち繊維素 は少量乍 ら減少するが、他の組成分量は何れ も略

増加の傾 向を示 し、特に多糖類就中ガ ラクタン、マンナンは誠に顯著で歴然た るもの



である。以上の事項 より戴に注意すべ きは、我 々が現行木材分析法に よ6、 木材の普

通 成分量 を定量 してその数値 に就い て比較検討する場合 には、木粉に調整 してから分

析に附するまでに繹過 した 日数は考慮に入れるべ きであるこ とである。 只軍に分析

法の相違によつて木材組成分量の数値に多少の差異 を生ずる許 りではなく、全 く同一

分析法に よる場合 と錐 も木粉 として氣乾放 置した 日数が3ケ 月、6ケ 月乃至それ以上

も緯過 して分析 を實施すれば、それ丈その数値は常に変化 するものの如 くで、この點

に就いては、或は分析法の相違以上に大 なる誤差 を示す結果を生 ずることが示唆 され

ていろ^

III2落 葉 松 の 樹 脂 分

次 に 落葉松 を木 粉 として 比較 的 直後(A)よ りは1～2ケ 月後 の場合(Aノ)と それ

よ り丸1年 間氣乾 後(C')と の 大型 ソツクスレ 一抽 出器 に よる各 種有機 溶 媒抽 出物

量 とそ の2,3の 化學 的 性質(実験 法 は引 用文献5)3の 場 合 と同 じ)の 差 異 を示 せ ぱ 、

第2,3表 の如 くで あ る。 これ を、西 田 淺 田 、5)1らが行 つた 報文 や近 くは西 田、黒木 、

若 松 ら5)2が追試 して論 じた赤 松材 の乾 燥 に關す る報 告 も、亦筆 者 らが嘗5♪3て行つ た 赤

松材 に就い ての 九太材 の ま ＼牛 歳、1年 と経過 したる材 に就い て の所 謂樹脂 分の清長
◆

を実験 した る場合の結果の中、筆者 らの行いたるものを表示b)c)し て比較の対照 に

すれば凡そ次の如 くである。

赤松材 を九太材のま ＼氣乾すれば、その抽串物量は抽 出溶剤の種類 の如何に拘 らず

漸次減少する。然 るに落葉松を木粉 と して氣乾すれば、心材 、邊材の区別 なく、何れ も

その抽 出物量は増加 し、特に アノレコール ・ベンゼン.ア セ トンによる抽出の場合は判然

た る」曾量を示している。即 ち氣乾するに して も、それを九太材 のま ＼と、それ を次第

に細分す る程、その結果は封蹄的 な相違を示 している。後者の場合には、これは明か

に主 として酸化、重合の生 ずるが爲 めであることを示唆 している。

斯る抽出物の2,3化 學的性質の中酸償は赤松の九太材 では何れの場合 も増加 して

いるが、落葉松の木粉では心材は特 に全般的に減少 している。 其の他エス テル価 、鹸

化便は共に赤松で も落葉松で も大艦減少の傾向が窺知され る。 然 るに沃素債に就い

ては、赤松の九太の場合はほ とんど大差がないが、落葉松 の場合は著 しく減少 してい

る。 これは樹脂分中の不飽和化合物の酸化 、縮合 、重合等が行われているが爲めと解

され る。今、アルコール ・ベンゼ ン、アセ トンに よる抽出物量が氣乾に より増加 した落



葉松の場合に就いて考察す るに、亜硫酸蒸解妨害の主因をなすアセ トン樹脂(aceton

resin)中 の フエ ノール性成分が氣乾によつて假 りに増加するもの とすれば、落葉松心

材氣乾(C)の 場合は、却つ て氣乾(Ａ の場合より 、姫硫酸蒸 解は困難でなければなら

諏筈だが、事實は後述 の如 く、蒸解 は却つ て容易 となつている。又 逆に アセ トン樹脂

中の特殊成分が氣乾により変化 乃至は減量する もの とすれば、氣乾(C)の 場合は(A)

の場合 より蒸解は容易で ある事實 とよく一致するが、アセ トン樹脂 分中の特殊 フエ ノ

ール性 成分 は多 くの場合殆 ど何れ も結 晶性 の ものであ り、後者の見解には直ちには賛

意を表 し難い(こ の點 に就いては 更に後述す る)の で、氣乾に より落葉松心材の蒸解困

難が相當 に緩和 されるのは、現今蒸解困難の主因なりと目される前記成分 の存在量の

多寡 もさること乍 ら、寧 ろ、この種特殊成分以外の他の成分例えば リグニンの活性還

元基量 の點 に於て、心、邊材 リグニン間には相違が あり、又この相違 は、氣乾に より(但

しこσ)場合は除灘害中の乾燥)漸 次変化 する もの(後述)で あるが、この特殊 成分の相

手た る リグニンの変化 と更には 落葉松心材多糖類の蒸解初期過程に於ける溶出状態

の氣乾による変化(後 出)等 に、その原因があるのでは あるまいか との疑問が生ずる。

III3落 葉 松 .の 蒸 解 試 験

次 に 全酸6。0%、 遊離i酸4.8%、 結 合酸1.2%、 櫓裁 は 石 友 、液 比7に て1時 間

で110。C,更 に2時 間 で1250C更 に2時 間 で1400C,1400Cを3時 間持続 す る蒸 解

曲線(FigT)に て蒸解 した 。 パル プの牧 量 、性 質等 を一 括表 示 すれ ば第4表fig.1,fig・

2の 如 くで ある。上 表 より明 らか なる如 く、氣 乾 により 落葉 松心 材 よりのパル プは、

先づ その 色調(外 観)が 漸 次変化 し、次 第 に淡 色 とな るに反 し、邊 材パル プは その 白色

度 に於 ては 肉眼的 には殆 ん ど差 別 を見 出 し難 か つた 、 本 表 よ り見 て如 何 に氣 乾 の効

果 が顯 著 で あつ て重要 なる もので あ るかは 明 白で ある。然 し乍 ら これ はパル プ 及 パ

ルプ中の繊維 素 の 主 として牧率 上 よ り晃た る場合 で あつ て 、残 留 リグニ ン量 又 は脱 リ

グ ニ ン量 よ り云 えぱ 、寧 ろ氣 乾 しない場 合 の 方が ニグ ニ ン残 留 率 は小で あ つて 、氣 乾

は一 考 すべ きで ある。 この こ とは既往 の結 果 に徴 して も、新鮮 材 は蒸 解容 易 で あつ

た の と同類 で 、脱 リグニ ン状 況 より論 ずれ ば、氣 乾 は却 つ て効 果 的で ない と云 えるが 、

パルプの利用 上 より見 れば 、可 成著 しいパ ル プ及 びパル プ中の繊 維素 及その繊 維素 平

均重合 度 の増 加 は、残留 リグニ ン量 の増 加 の不利 を打消 して尚余 りが ある もの と云 え



よ う。 次に既述の如き同一條件下に蒸解 した ろ場合其の同一過程に於ける氣 乾(A)の

心材 、邊材並びに氣乾(C)の 心材 、邊材及び アセ トンにて充分樹脂分を抽出除去 した る

心材(便 宜上本稿 に於ては假 りに腕脂心材 と呼稻する ことに し、H!W!に て指示する

ことにす る)等 の牧率、木粉構成各種成分の残留状況 を一括表示 すれば 第5表 、fig.

Y,G,MP,L,R,A,C,(z等 の如 くであり、一方藥液濃度側の変化 を示せぱ 第6表

fig・T・SO2,RSO2の 如 くである。即 ち氣乾すれば、心材 も邊材 もその構 成普通成分

の蒸解速度は相當に変化 し、殊に心材の場合 は邊材 に比較 して一層低下 し、一般に氣

乾すれば 、目的物たる繊維素 の溶解損失量は相當顯著 に低 くなり、非繊維素の溶出量

も減 少する状 況が明瞭に現われている。 又藥液消費量 の蒸解中に於 ける心材 と邊材

の差異や氣乾に よる減少状態等が判然 と見 られ、氣乾の藥液消費量への効果は、

T.SO2と して心材0,7%、 邊材0.5%『4～ 均10%内 外 の減少 とい う好ま しい結果

を示 している。

III4落 葉 松 バ ル ブ 中 の 繊 維 素

次 に7,8,9表 は何 れ も同一條件 下 に調 整 した パル プ中の繊 維素 の性 質 の差異 を

比較 した 結 果 で あつて 、繊 維素 試 料 の調整 方法 は既 述 の條件 下 に輩離 した各3種 宛 の

パルプを夫 々混 合 し、ク ロス・ビバ ン 法 に依 り塩素 、1距硫 酸 、熱水 、亜硫 酸塩 、熱 水 の連

績処理 を邊材 パル プは3～4回 、腕 脂心 材パルプ は5～6回 、心材パルプ は7～8回 繰

返 し、亜硫 酸 塩溶液 に て全 く着 色 の ない まで に至 ら しめ、殆 ど脱 リグ ニ ンを完 全 な ら

しめ、最後 に アルコール を以 て よく洗 源 しgi5CC士2「 ℃ にて歎 時 間乾燥 した る もので

あ る。 上表 に よつ て落葉 松パル プ中 の繊 維素 の心 材邊 材別 、及 び氣 乾 の影響 の差 異即
し

ち繊維素変質 度の減退状況を考察するに、落葉松の亜硫酸パルプ 化に於ては、その心

材部は邊材部 よりもその繊維素の変質 度は遙 かに大で あり、心材パル プ繊維素は変質

繊維中水化繊維素 となり易いのであるが 、酸加水分解)(水 化)作 用の程度は蒸解最 困

難な場合!A、 ほど顯著に惹起 され、水化の及ぼす最 も重要 な影ag・9)により α一cellulose

の長分子連鎖の弱黙より切漸 を生 じ、i9-celluloseに 移行する傾向で、この傾向が氣

乾によつて漸次輕減 する経過 を辿 る様相が よく窺知 され るのである。 即 ちアルカリ

溶液に於ける状態 フル フラール類の生成、稀アルカリ 前塵琿による影響等 より考察 し

て氣乾に,よる水化度の減退は明瞭であろ。 脱脂心材パ ル プ中の繊維素の変質 度 も心



材 の場合 と大同小異で、水化度の一特性 を指摘す るアノンカリ溶液に於ける状態 より剣

断すれば、却つて水化度は若干大 となる如 くである。要 するに落葉松心材 も充分長時

間氣乾すれば 、パル プ 中の繊維素の實質は邊材パルプ 繊維素 の實質に接近 し、途 に

は邊 、心材別の差異による α,β,γセルローズ の含有量 に到然た る懸隔は見出し難 い

結果 とな り、著者 らが嘗て 各種の落葉松 より亜硫酸 パル プ製造試験2`')を行 いた る結

果、心材の'・セルローズ の含有景が邊材 のそれに僅かに劣れる数値 しか示 していない

結果が現われた ことも、この間の消息 より首肯 される。

Ⅱ15落 葉 松 樹 脂分 中の 特 殊 成 分

撮て現 今樹 脂材 の亜 硫 酸蒸 解 に於 て、そ の妨害 作 用 の毛 因 と目 され てい る物質 は樹

脂材 心材 中 の特殊 成分 で あつ て何 れ もほ とん ど樹 脂分(有 機 溶剤抽 出分)中 に含 有 さ

れ てい る もので 、大別ft)す れば エルト マ ン 氏 の畿 見 した ス チルベ ン型 の化合 物 ビノ

シル ビンとその モ ノメチール エー テル と 他 の一群 は フ ラボ ン系 の フエ ノール 性物 質

とで あ り、これに は ピ ノセ ン ブ リン、ピノス トロ ビン、ク リシ ン、ス トロボニ ン、ク リプ

トス ト・ ビン等で あ り、この外 ビニ トール は環状 六便アルコール で あり 、ア トラン ト

ー ンは特殊 の物 質 で ある。 又H.M.Graham&E.F.Kurth11)は ダグ ラス縦(Psezt・一一

dotSZfgataxzTolia)の 心材 か らエー テル 抽 出でレイ ン酸 、リグルレイ ン酸 、リグ ノセ

リン酸 、アビエチン 酸 、タ ンニン 、ブイ トス テロール 、アセ トン抽 出で カ テコーワレタ ン

ニ ン、フ ・パ フエ ン、タ キシ ホ リン、12)水抽 出で ガ ラクタ ンを得 て ゐる。 著者13)ら は

落葉 松心材 よ リエノントマ ン氏法 に よ りピ ノシノレビン類 を得 ん として追 試 した結果 は 、

ラ リキ シ ン・14)d一デ イス テイ リン・i"1(著者 の一 人西 田 が落葉 松其 の他亜 硫酸 蒸解 困難

なる樹 材 の蒸 解 を妨害 す る物質 は フ ラボ ン 系色素 で あ る と既 に早 くか ら豫想 して研

究中 で詳細 は近 く獲 表 の豫定 で あ る)な る白色結 晶性 の フ ラボ ン 系化合 物 の相當 多

量(木 粉 に対し0.5%)と 黄 色樹 脂状物 質(構 造 不 明)の 微量(0.02%以 下)と を得 た

ので 、該物 質 の蒸 解妨害 能 を試験 した結果 は 、明か に スノレフオ ン化 を妨害 す る事 實 を

知 つ た。即 ち落葉 松心 材 の蒸 解困難 の原 因 は、專 ら これ らの結 晶性 フエ ノール 類 の存

在 に よる もので あ る ことは 明か で あるが 、一 方落 葉松 心材 の蒸 解 困難 は氣乾 に より著

しく緩和 され てい る事 實 とを考 えれば 、そ の蒸 解緩和 の機構 と して當 然 考 えられ る事

項 は 、氣乾 中 に(1)こ れ らの 妨害性物 質 の変質(主 と して酸 化 に よる)に よる減 少 が惹



起されるぺ きであるか、又は(2)こ れ らの特殊成分 と結合する相手た る心材 リグ リン

の変質 に基 くか、更 には(3)こ れ らフエ ノール類 と心材 リグニンとの縮合作用を促進

せ しめる 〔H●〕即 ち蒸解液の酸性度の減少に蹄する場合等で あろ5。 然 るに(1)に 就

ては 未だ文献 も見當 らず又著者 らも研究 していない ので積極的には論ずべ きでなv

が(2),(3)の 理由に就い ては後述するが如 く、若干の考察資料を得ている。依つて

目下の庭 ・氣乾に よる落葉松心材 の蒸解緩和 の原因機構 としては、心材中の特殊 フエ

ノール類 の氣乾に よる変質 乃至は減少 に基 く部分 もさること乍 ら、心材 リグニ ンの攣

質 と心材多糖類の蒸解初期過程に於ける 溶解状態 に差異を生ずるに基 く藥液の酸性

度の低 下が寧 ろ大なる力を與えているのではあるまいかとの見解である。

III6落 葉 松 リ グ ニ ン

抑 も本材 中の リグニ ンの本態に就いては現今に於 ても未だ明確でな く、從つて木材

中の心 ・邊材別に よる リグニンの相違 も殆 ど 研究 されていない と云 うも、渦言ではな

い。即 ち軍に心 、邊材別の リグニンの含有量乃至は メ トオキシール基の含有量 の點に

就い て梢その相違點 が明かで ある位である。著者 らは蒸解困難な落葉松に於 ては、そ

の心材樹脂分中に特殊成分の存在す るこ ともさること乍 ら、この種 フエ ノール性物質

と結合 し易い リグニン分子中の活性 カノンボ ニール 基の如 き活性還元基の點 に就いて

も、落葉松 はその心 、邊材別の差異に より、何等 かの差異があるものではあるまいか と

着 目し、現今では其の抽出法に多少の難瓢 ありとの説 もあるが、比較的に其の取扱い

に便利 なる硫酸法16)に準擦 して、落葉松心 、邊材別の リグ ニンを夫 々抽出分離 し、心材

リグニ ン、邊材 リグニンの差異 を實験 した結果17)の一部は第 玲表のSeasoning(A)の

項 の如 くで ある。而 して叉 リグニ ンを抽 出分離後除灘器中に7～8月 間放置後前回 と

全 く同様 の實験 を繰 り返 えして 氣乾放置に よる リグニ ンの変化 状況 を調べた結 果は

第10表 中のSeasoning(B,)の 項の如 くであつ た。即 ち落葉松はその心、邊材別に よつ

て含有 され る リグニ ン自體 に性質の差異があ り、而 も氣乾 によつて心材 リグニンは邊

材 リグニンより著 しく変化 している事實が見 られたのであるび 即 ち これ らの實験結

果 より考 えれば落葉松は その心材に特殊成分の存在する事實は邊材 に対し 特異なる

點ではあるが、一方 これらの特殊成分 と結合する リグニン18)に就い て も心材 は邊材に

比 し、又氣乾 により、若干の相違があるのではあるまい か。換 言すれば乾材法に よる



効果の一面は從來考 えられている方面 もさること乍 ら、又これ と反対 に リグニン自髄

の性質 が心、邊材別に よつて、若干の差異があり、これ らの差異が氣乾に より大いに攣

化乃至は輕減 される黙に、他の一面の効果が期待 されるが如 くである・

III7落 葉 松 中 の 多 糖 類

落葉松中の心材 が亜硫酸パ ル プ化 に於て黒煮を惹起するこ とが、心材 の蒸解困難の

一原因 として考え られているが 、これは心材含有多糖類中易水 溶性のガ ラクタンが蒸

解の初期に於 て、他の多糖類 と異なる特殊 の墨動即 ち他のマンナン、ペ ン トザ ン等に

比較 し、既に早 くから溶出 し盤 され、加水分解 されて6分 子 のガラク トr・ズと1分 子

の ア ラビノーズになるが爲めであるとされ ている。 著者は落葉松心材の黒煮発生 の

基點 とも見 られる蒸解初期過程に於ける落葉松中の多糖類 の蒸解様相の差異 及び 氣

乾に よるこれ らの差異の変化 を特 に調べて見る ことに した 。その結果の総括は 第11

表 の如 くである。

即 ち第11表 の如 く、落葉松中の多糖類は、その氣乾に よ鉱 先づその含有量が心、邊

材両 部 とも相當 に著 しく変動 してい ることは既述の如 くであるが、同一蒸解條件下に

30分 で600C,1時 間で1100Cに 上昇処理 を した場合の木粉 中の多糖類 の溶解量 並

びに 残留量は前出の 第1表 の如 くである。該表の結 果より蒸解初期過程に於ける落

葉松の含有する多糖類 の溶出状態を通覧するに、勿論心、邊材 間では判然 とその獣態

を異 にし、叉氣乾に よつ て ペ ン トーザ ンとマンナン との溶解量には顯著 なる差異が

生 じ、心材 と邊材別で も封踪的な相違が見 られ るのは誠に興味がある。即 ち先づ特異

な多糖類であるガラクタ ンに就いて考察するに、これは氣乾に よつては心材の場合 は

ほ 団氣乾前 と大差 がないが、邊材 にては遙かにその溶解量が増加 している。而 して原

木粉中に於けるガラクタン含有量 が氣乾に より心、邊材 ともに既に著 しく増加 してい

る ことは前述の通り で あるが、心、邊材別 とすると可な り面 白い溶出状態の差異を示

してい る。次 にペン トザ ンであるが 、その溶解量は心、邊材共に極 めて僅かでは ある

が減少 している、然 るにマンナンは氣乾に よつ て心 、邊材 ともその原木粉 中に於ける

含有量は増加するが、邊 、心材別に よる溶解状態にはその傾 向がかわ り、心材では減少

し、邊材では却つて増加 している。即 ちこれ ら3種 多糖類問には極 めて複雑な変化 が

氣乾に よつ て惹起 される ことが示唆 されている。この落葉松中の多糖類 の蒸解 中の様



相に就い ての考察 は既に別の機會に述べた ので省 略する。

IV摘 要

以上要す るに、氣乾の及ぼす落葉松の拒硫酸蒸解への効果は、種 々の面に現われて

はいるが、その實態に就いては不明の瓢が多 く、今後の研究に侯つべ きであるが、氣乾

に より只単 に所謂樹脂分が量的に も質的に も変化 を生 じ、そのた め、蒸解牧率 もパル

プの品質 も向上 し、更に蒸解後の各種の操業工程中に於ける樹 脂障害 も輕減 され、又

製品に於 ても樹脂障害に よる不 良化 が減少する等の事項が、從來 より一般 に容認さ

れ、從つ てこれらの理由に よりシーズニングは効果的であり、特に樹脂材 はシーズニ

ングすべ きであると考 えられ又慣行 されているが如 くに解され るが、薯者 らめ行つ た

各種の實験結果 よ り論ずれば、乾材法による 蒸解効果の眞相は極 めて 複雑多岐で あ

り、從來論ぜ られてい る樹脂成分の変化 の面は勿論さること乍 ら、又他面 リグニン、

多糖類等の変化 に よる効果 も大なる ものではあるまいか と考察 される。

本稿 を終 るに當 り、實験 上に御助力を頂いた 秋吉邦一郎、窪田穰 、大家経久諸氏 に

厚 く感謝する と共 に、資料を御恵與下さつた 旭川國策パル プ會社に 深謝する次第で

ある。
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ON THE EFFECTS OF SEASONING IN SULFITE DIGESTION 

         WITH LARIX KAEMPFERI SARG

 (Resume) 

Kitsuji NISHIDA and Tsuneki WATANABE

   When karamatsu (Larix Kaempferi sarg.) has been seasoning as heart 
wood sawdust and sap wood sawdust for a long time (12 months), 

   (1) Galactans and mannans in sawdust are increased, but total celluloses 
are decreased somewhat, pentosans and lignins are almost not increased 

respectively. 

   (2) In sulfite digestions with heart wood sawdust and sap wood saw
dust, the yield of pulps, and the yields of the total celluloses are greatly 
increased. A little increase is also seen in the mean molecular polymeris— 

ationsdegree of celluloses. The colors of the pulps from heart wood are 

clearly changed, and the lignin residue is increased in a small amount. 

   (3) Extracts by organic solvents are increased, especially by alcohol 
benzen (1 : 1), aceton respectively. 

   (4) Cellulose in pulp from heart wood is easy to change in .hydro— 
cellulose, but by seasoning its degree is decreased greatly. 

   (5) Polysaccharides (galactan & mannan) are dissolved in sulfite liquor 
in large quantity at early stage of digestion, but by seasoning their solu

bilities are decreased in grade respectively. 

   (6) Lignins by method of conc. sulphuric acid are not identical between 
heart wood and sap wood, but those differences of lignins are more and 

more decreased in a long time (7-8 months) in descicator.
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